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研究要旨 

本研究では、地域における妊婦のBMI別の栄養摂取・食生活・体重増加の実態把握を目的

として、大阪府摂津市在住の妊娠初期の妊婦を対象に、食事・身体活動・妊娠予後を縦断的

に調査する。摂津市役所において、母子健康手帳交付時に妊娠初期の妊婦をリクルートし、

妊娠初期・中期・後期のオンライン調査（生活習慣・身体状況調査）、妊娠中期・後期の郵

送調査（食事記録・活動量調査）および来所調査（体組成測定）を組み合わせて実施する計

画をすすめ、調査実施に必要なリクルート資材および食事調査説明動を作成した。今後、本

研究を通じて収集される情報は、我が国の妊婦の食生活や適切な体重増加を支援するための

貴重な情報を提供することが期待される。 

A. 研究目的

妊娠中の食生活は、母児の生涯の健康に

影響を与えるため、妊婦の食生活支援は母

子保健施策において重要である。しかし、支

援を検討するための基本的な資料となる、

妊婦の栄養摂取状況は、多くが医療機関を

ベースに収集されてきた。特に、地域におけ

る妊婦の栄養摂取実態に関する、精度の高

い方法で収集された情報が不足している。

以上の背景から、本研究は地域における妊

婦の BMI 別の栄養摂取・食生活・体重増加

の実態把握を目的として行う。 

B. 研究方法

1．研究対象者

国立健康・栄養研究所の位置する大阪府

摂津市（以下、市）に在住する妊婦を対象と

する。年間出生数 700 程度の摂津市では、

市役所において対面で母子健康手帳が交付

されるため、市窓口において妊娠初期の妊

婦をリクルートし、当研究所が食事・身体活

動・妊娠予後の縦断調査を実施することと

した。妊娠中の脱落を考慮し、2025 年度末

までの研究期間内に、研究参加同意率は

20％と見込み、目標人数を150～200人とし

た。

2． 食事調査 

我々がこれまで医療機関で妊婦を対象と

した同様の食事調査手法に準じ 1, 2)、非連続

の 3 日間（平日 2 日、休日 1 日）の食事記
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録調査（食事の写真含む）を妊娠中期と後期

に実施することとした。また、妊娠後期に食

物摂取頻度調査（FFQ NEXT 詳細版）も実

施することで、食事記録法で評価した栄養

素摂取量を基準とした食物摂取頻度法の妥

当性も検証できるプロトコルとした。 

3．活動量調査 

実験環境下と自由生活下の両方において

エネルギー消費量の推定誤差が最も小さい

±200 kcal 以内であった、3）Omron Active 

style Pro（オムロンヘルスケア株式会社、

京都）を 7 日間腰部に装着することとした。

ま た 、 妊 婦 身 体 活 動 質 問 票 PPAQ

（ Pregnancy physical activity 

questionnaire）日本語版も活動量計の装着

とあわせて実施することで、活動量計で評

価した身体活動量を基準とした、質問票の

妥当性も検証できるプロトコルとした。 

さらに本研究では、同意が得られた一部

の妊婦において二重標識水を用いた総消費

熱量の測定を行い、食事からのエネルギー

摂取量・身体活動によるエネルギー消費量・

体重増加量との関係を検討することも計画

された。胎児への影響が議論され、妊婦や乳

幼児に対する安全性の根拠に関する論文や

報告の整理を行った 4-6)。 

4．妊娠予後の調査 

妊娠中の生活習慣・身体状況の調査に加

え、体組成の測定を縦断的に行う。摂津市の

収集する母子保健情報の提供を市より受け

る。 

1）生活習慣・身体状況調査：妊娠初期・中

期・後期に、以下の情報を収集する。 

・つわり尺度（PUQE-24 日本語版） 

・働き方について 

・本人と児の父親（夫／パートナー）の喫煙 

・身体活動量 

（IPAQ short 日本語版、この 1 週間につい

て） 

・睡眠習慣 

（ピッツバーグ睡眠質問票日本語版） 

・摂食障害検査アンケート 

（EDE-Q 日本語版） 

・メンタルヘルス（EPDS 日本語版） 

・自覚症しらべ 

さらに、出産後に妊婦（産婦）本人から、

母子健康手帳の以下のページの画像データ

を収集し、データ化する。 

・妊婦の健康状態等 

・妊婦の職業と環境 

・妊娠中の経過 

・出産の状態 

・出産後の母体の経過 

・早期新生児期【生後１週間以内】の経過 

・後期新生児期【生後１～４週】の経過 

2）体組成測定：妊娠初期・中期・後期に、

タニタ体組成計 MC-780MA-N（株式会社タ

ニタ、東京）を用いて体脂肪率や筋量を測定

する。体組成計の機種は、下記の理由により

選定した。 

・四肢筋量を予測する式が公開されており、

式の妥当性を検証可能な装置であること 7） 

・5 kHz, 50 kHz, 250 kHz を含む、1 kHz

～1000 kHz までの 6 周波数の生のインピ

ーダンス値が出力され、妊婦用に収集した

データの分析が可能であること・持ち運び

が可能なこと 

3）母子保健情報の収集：「摂津市個人情報

の保護に関する法律施行細則」に基づいて、

摂津市が収集する以下に記載の母子保健情

報の提供を受ける。 

・妊娠届：妊娠届出書、妊娠届け出時アンケ

ート 

・妊婦健診：妊婦健康診査受診券 

・産婦健診：産婦健康診査受診券 
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（倫理面への配慮） 

人を対象とする生命科学・医学系研究に関

する倫理指針に基づき、医薬基盤・健康・栄

養研究所の倫理委員会の承認を得て実施す

る。 

 

C. 研究結果 

以下の研究資材を作成し、次年度以降速

やかにリクルートを開始できる体制を整え

た。 

1）リクルート資材：摂津市との複数回にわ

たる調整を経て、研究全体のデザインが固

められ、本研究を通称名“Pregnancy and 

Nutrition Cohort at KEnto: PANCAKE 

Study”の一部として実施することとなっ

た。PANCAKE Study では、オンライン調

査（生活習慣・身体状況調査）、郵送調査（食

事記録・身体活動量調査）、来所調査（体組

成測定）全てを実施する標本を核として、多

層的なデータ収集を行う。研究デザインを

対象者に説明するための資材を作成した

（添付資料 1 参照）。 

2）食事調査説明動画：研究参加者が食事調

査に対する理解を深められることを念頭に

食事調査説明動画「食事調査のおねがい～

おかあさんとうまれてくる赤ちゃんの健康

のために～」を作成した（添付資料 2 参照）。

当法人のYouTubeアカウントにおいて限定

公開し、対象者が QR コードからアクセス

できる仕組みを整える予定である。 

 

D. 考察 

本研究により期待される成果として地域

における妊婦の、妊娠前体格別・妊娠期別の

栄養摂取状況と、体重増加量のデータが期

待される。これらの情報は、妊娠前の体格に

応じた、妊娠中の適切な体重増加を支える

ために必要な食事を明らかにできる可能性

を有しており、食事摂取基準における妊産

婦の基準値策定、「妊娠中の体重増加の指導

の目安」（日本産科婦人科学会）や「妊娠前

からはじめる妊産婦のための食生活指針」

（厚生労働省）改訂の基礎資料となりえる。 

副次的な成果として、妊娠中の栄養摂取・

身体活動状況を把握する上で、より簡便な

質問票（FFQ NEXT 詳細版や PPAQ 日本

語版 2020）の妥当性も明らかになる予定で

ある。将来的に、市の母子保健において妊娠

前・妊娠期の女性の支援（栄養指導・妊婦教

室等）のエビデンスとなり、根拠に基づいた

栄養施策実現への寄与が期待される。 

 

E. 結論 

摂津市在住の妊娠初期の妊婦を対象に、

食事・身体活動・妊娠予後の縦断調査を実

施する計画をすすめた。今後、本研究を通

じて収集される地域の妊婦の情報は、我が

国の妊婦の食生活や適切な体重増加を支援

するための貴重な情報を提供し、母児の生

涯の健康に寄与する施策立案に貢献するこ

とが期待される。 
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G. 知的財産権の出願・登録状況 

（予定を含む） 

1. 特許取得 
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2. 実用新案登録 

なし 

3. その他 

なし 
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添付資料 1：研究資材 
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摂津市に妊娠届出を提出する妊婦さん

Aコース： オンライン調査（生活習慣・身体状況）
登録時1回、妊娠初期・中期・後期の計3回、産後1回

Bコース： Ａコース＋郵送調査（食事記録・身体活動）
妊娠中期・後期の計2回

Cコース： Ｂコース＋来所調査（体組成等）
妊娠中期・後期の計2回

オプション調査： 様々な調査へのご案内
二重標識水法による1日の総消費熱量の測定 等

全対象： 摂津市の収集する母子保健情報の提供
妊産婦健康診査・乳幼児健康診査

N = 700

Aコース

Bコース

Cコース

n = ４00

n = 200

n = 100

スクリーニング

PANCAKE Study 調査のたてつけ

同意／選択

選択

選択

任意



 

56 

 

 

 

 

  

出産後
妊娠後期
(28週～)

妊娠中期
(16～27週)

妊娠初期
(～15週）

オンライン調査

• 参加登録

• 体組成 ×市の窓口で1回※

• Webアンケート ×5回

• 食事質問票調査（FFQ） ×2回※

Aコース＋郵送調査

• 3日間の食事記録 ×2回

• 食事質問票調査（FFQ） ×1回

• 7日間の活動量計装着 ×2回

└身体活動質問票 ×2回

Bコース＋来所調査

• 体組成 ×２回

• 野菜摂取量 ×２回

• 糖化ストレス ×２回

A
コース

B
コース

C
コース

PANCAKE Study 各コースで収集する情報

※任意の項目



添付資料 2：研究資材 

  

  

  

  

 

 

  




